令和８年度　教育学部同窓会の活動の重点

昨年度の新潟大学全学同窓会設立２０周年の記念講演会・交流会、担当学部として素晴らしい運営をすることができた。ご尽力いただいた関係各位に感謝と敬意を表す。
続いて、令和９年度に実施予定の教育学部同窓会創立７５周年記念事業に向けて滞りなく準備等を進めていきたい。
本年度も質の高い教員を養成し教員採用率の向上を目指す『教育学部』や、高度な教育的実戦力や専門性を育成する『教育実践学研究科』との連携・協力で、母校の発展と会員相互の親睦がより一層深まる方法を工夫し、同窓会活動の充実に向けた取組を粛々と進めていきたい。

１　「同窓生の集い」の充実
(1)　研修部が中心になり、「同窓生の集い」の講演会を、時代の要請にマッチした研修講師を要請するとともに、研修内容の充実を図る。
(2)　組織部が中心になり、参加の呼びかけを行うとともに、懇親会で支部組織や学科組織の懇親がより一層深まり、絆強化のいい機会となるようにする。
(3)　令和９年度教育学部同窓会創立７５周年事業を滞りなく運営ができるよう準備を進める。

２　広報活動の充実
(1)　より親しまれ、読み応えのある「教育新報」を目指し、内容の充実を図る。
〇　教育学部、教育実践学研究科、会員相互の様子をできるだけ多く掲載し、情報を提供する。
〇　令和９年度教育学部同窓会創立７５周年を記念して、特集記事の掲載を工夫する。
〇　全学同窓会の広報誌「雪華」に教育学部同窓会創立７５周年の歩みを掲載する予定である。
(2)　会員相互の情報提供及び情報交換の場として、ホームページの一層の活用・充実を図る。

３　組織の充実と強化
(1)　各支部活動の充実や学科活動の充実、そして同期会の活動などの充実など、会員としての帰属意識の向上が図れるよう縦と横のつながりや絆をしっかり支援する。
(2)　「同窓生の集い」への参加を呼びかけ、組織の充実と強化を図る。 
(3)　令和９年度教育学部同窓会創立７５周年記念事業への参加を呼びかけ、支部や学科の組織強化の一助となるよう準備を進める。 
　
４　大学との連携
(1)　教員養成改革の動向を見守るとともに、母校の発展のための助言や支援方法を工夫する。
(2)　教育実践学研究科への奨学事業の継続と同科の発展のための支援を推進する。
(3)　学生支援の充実を図るとともに、学部教官との情報交換・懇親を密にし、同窓会活動への参加を働きかける。

５　全学同窓会との連携
(1)　全学同窓会と大学との共催で行う「講演会・交流会」への参加を呼び掛ける。
(2)　「新潟大学カード」の周知を図り、加入者・利用者を増やす。
(3)　全学同窓会賛助会費の周知を図る。
(4)　全学同窓会の広報誌「雪華」への記事提供ならびにメールマガジンへの情報提供を行う。
